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『
買
誼
新
書
』

「秦」

に
お
け
る

|
|
貰
誼
「
過
秦
論
」

と

は
じ
め
に

l
買
誼
と
『
貫
誼
新
書
』

)
賀
誼
(
前
二

0
0
1
一
六
八
年
)
は
、
前
漠
初
期
に
活
躍
し
た
知

珊
識
人
・
思
想
家
・
政
論
家
で
あ
る
。
若
と
し
て
そ
の
才
能
を
見
出
さ

航
れ
、
博
士
・
太
中
大
夫
・
長
沙
王
太
侍
・
梁
王
太
侍
を
歴
任
し
た

受
が
、
官
界
生
活
十
有
余
年
に
し
て
早
世
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

乳
し
、
彼
の
著
作
「
過
秦
論
」
「
弔
屈
原
文
」
「
服
鳥
賦
」
は
古
来
名
文

る
と
し
て
名
高
く
、
『
文
選
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

制
そ
の
買
誼
が
活
躍
し
た
文
帝
(
前
一
七
九
一
五
七
年
在
位
)
の

に
時
代
は
、
次
の
景
帝
治
世
(
前
一
五
六
一
四
一
年
在
位
)
と
並
ん

割
で
、
後
世
「
文
景
の
治
」
と
称
さ
れ
、
理
想
的
な
統
治
が
行
わ
れ
た

翻
時
代
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
は
、
高
祖
か
ら
日
后
に
か

聞
け
て
の
時
代
に
保
留
、
あ
る
い
は
放
置
し
て
き
た
、
諸
侯
王
国
問
題

や
旬
奴
問
題
な
ど
様
々
な
社
会
問
題
が
噴
出
す
る
時
代
で
も
あ
っ

ー
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
文
景
期
|
殊
に
文
帝
期
は
、
決
し
て
安

受
容

「
道
術
篇
」

の
思
想
的
連
関
|
|

工

藤

司

卓

定
し
た
時
代
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
皇
帝
権
力
の
揺
箆
期
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
漢
朝
に
属
す
る
官
僚
に

と
っ
て
、
皇
帝
権
力
の
基
盤
整
備
が
急
を
要
す
る
政
治
的
課
題
と

な
っ
た
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
買
山
や
晃
錯
と
い
っ
た
人
々
の

一
連
の
活
動
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
が
漢
朝
政
権
の
安
定
化
に
携

わ
っ
た
こ
と
は
史
伝
に
詳
し
い
。

買
誼
も
、
そ
う
し
た
文
帝
期
が
抱
え
る
政
治
的
課
題
に
果
敢
に
挑

戦
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た

人
物
と
し
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
著
作
が
現
存
す
る
唯
一
の
存
在
で
も

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
買
誼
の
思
想
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
彼
の
思

想
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
前
漢
初
期
の
皇
帝
権
力
、

及
び
文
帝
期
の
社
会
状
況
を
解
明
す
る
上
で
、
非
常
に
有
意
義
な
手

段
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
、
そ
の
唯
一
の
著
作
集
で
あ
る
は
ず
の

「
頁
誼
新
書
』
を
用
い
て
、
買
誼
の
思
想
に
迫
っ
た
例
は
そ
れ
ほ
ど
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多
く
は
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
現
行
本
『
買
誼
新
書
』
が
そ

の
伝
世
過
程
に
複
雑
な
事
情
を
抱
え
、
真
偽
問
題
が
絶
え
ず
取
り
沙

汰
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
代
わ
っ
て
、
買
誼
思
想
研
究

に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
、
『
漢
書
』
に
収
録

さ
れ
た
買
誼
の
文
章
で
あ
っ
た
。
『
漢
書
』
は
、
買
誼
俸
は
も
と
よ

り
、
食
貨
志
・
陳
勝
項
籍
停
に
も
買
誼
の
文
章
を
採
録
し
て
い
る
。

こ
の
『
漢
書
』
が
通
時
代
的
に
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
き
た
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
慎
重
に
、
よ
り
確

実
に
信
用
す
る
に
足
る
資
料
を
求
め
る
な
ら
ば
、
当
然
、
『
頁
誼
新

書
』
よ
り
も
『
漢
書
』
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。
既
に
南
宋
期
の

君
臨
調
同
書
録
解
題
』
に
「
賀
子
十
一
巻
」
を
録
し
て
、

は
U
の

今
の
書
は
首
に
過
秦
論
を
載
せ
、
末
を
弔
湘
賦
と
潟
す
。
徐
は

皆
な
漢
書
の
語
を
録
し
、
且
つ
誼
の
本
停
を
十
一
巻
中
に
略
節

す
。
其
れ
漢
書
に
有
る
所
に
非
ざ
る
者
は
、
輔
ち
浅
薄
に
し
て

観
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
決
し
て
誼
の
本
書
に
非
ざ
る
な
り
。

(
今
書
首
戦
過
秦
論
、
末
矯
弔
湘
賦
。
徐
皆
録
漢
書
語
、
且
略

節
誼
本
停
於
十
一
巻
中
。
其
非
漢
書
所
有
者
、
概
浅
海
不
足

観
、
決
非
誼
本
書
也
。
)

と
あ
る
。
陳
振
孫
は
「
過
秦
論
」
「
弔
湘
賦
」
以
外
の
部
分
に
つ

い
て
、
『
漢
書
』
と
重
複
す
る
部
分
は
『
漢
書
」
所
載
の
文
章
を
収

録
し
た
も
の
だ
と
し
、
さ
ら
に
「
漢
書
に
有
る
所
に
非
ざ
る
者
」
の

資
料
的
価
値
に
つ
い
て
も
、
「
浅
薄
」
と
評
し
て
完
全
に
否
定
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
『
漢
書
』
優
先
の
テ
ク
ス
ト
観
で
あ
る

と
い
え
よ
切
っ
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
『
漢
書
』
が
買
誌
を
儒
家
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
こ
と
は
、
護
文
志
に
お
い
て
『
頁
誼
新
書
』
の
原
本
と
目
さ
れ

る
「
買
誼
五
十
八
篇
」
を
「
儒
家
」
に
分
類
す
る
こ
と
に
顕
著
に
現

れ
て
い
よ
う
。
自
然
、
『
漢
書
』
を
優
先
的
に
資
料
と
す
る
研
究
方

法
は
「
儒
家
的
」
頁
誼
像
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
の

『
漢
書
』
の
形
成
す
る
賀
誼
像
が
い
つ
し
か
歴
史
的
実
在
と
し
て
信

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
『
漢
書
』
が
描
く
「
儒

家
的
」
買
誼
像
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
「
買
誼
新

書
』
中
の
諸
篇
「
非
漢
書
所
有
者
」
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
果
た
し
て
、
本
当
に
買
誼
は
「
儒
家
」
だ
っ
た
の

か
。
貿
誼
の
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
『
史
記
』
太
史
公
自
序
は
、

「
買
生
・
晃
錯
は
申
・
商
を
明
ら
か
に
す
(
買
生
晃
錯
明
申
商
ご
と

評
し
て
い
る
。
「
申
」
は
「
本
於
黄
老
市
主
刑
名
」
と
し
た
申
不
害

(
『
史
記
』
老
子
韓
非
列
俸
)
、
「
商
」
は
「
刑
名
之
皐
」
を
好
ん
だ
商

軟
(
同
・
商
君
列
停
)
を
指
す
。
つ
ま
り
司
馬
遷
は
、
買
誼
を
晃
錯

と
並
ぶ
「
法
家
」
、
あ
る
い
は
「
黄
老
」
の
思
想
家
と
し
て
語
っ
て

い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
周
原
買
生
列
停
に
は
「
頁
生
は
年
少

な
る
も
、
頗
る
諸
子
百
家
の
書
に
通
ず
(
頁
生
年
少
、
頗
通
諸
子
百

家
之
書
)
」
と
い
う
廷
尉
呉
公
の
こ
と
ば
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。



と
う
し
た
と
と
か
ち
す
れ
ば
、
死
後
数
十
年
し
か
経
て
い
な
い
武

帝
時
代
に
あ
っ
て
、
賀
誼
に
は
決
し
て
「
儒
家
」
的
思
想
家
と
し
て

の
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
『
漢
書
」
の
形
成
す
る
頁
誼
像
と
は
、
歴
史
的
実
在
と

し
て
の
買
誼
の
一
面
を
捉
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
実

は
、
班
固
自
身
も
賛
中
に
「
凡
そ
著
述
す
る
所
五
十
八
篇
、
其
の

ひ

ろ

し

る

世
事
に
切
な
る
者
を
綴
ひ
て
侍
に
著
し
云
へ
り
(
凡
所
著
述
五
十
八

篇
、
援
其
切
於
世
事
者
著
子
停
云
)
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
も
頁
誼
停
が
採
録
し
た
賀
誼
の
文
章
が
、
買
誼
思
想
全
体
の
「
世

)
事
に
切
な
る
」
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
先
行
研
究
が

璃
中
心
資
料
と
し
て
き
た
『
漢
書
』
の
文
章
は
、
買
誼
の
思
想
を
伝
え

航
る
確
実
な
文
献
に
は
相
違
な
か
ろ
う
が
、
畢
寛
、
歴
史
上
の
人
物
質

受
誼
の
思
想
の
全
体
を
包
括
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

乱
筆
者
の
立
場
は
、
以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
賢
誼
の
著
書
と
伝

「る
え
ら
れ
る
『
買
誼
新
書
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
こ
に
見
出
せ
る
思
想

附
構
造
を
読
み
解
く
乙
と
に
よ
り
、
『
漢
書
」
の
編
集
意
識
ー
か
ら
解
放

に
さ
れ
た
漢
初
思
想
界
・
社
会
の
諸
相
を
浮
き
彫
り
に
す
る
に
あ
る
。

割
そ
の
一
端
と
し
て
本
論
で
は
、
従
来
、
頁
誼
思
想
研
究
か
ら
排
除
さ

醐
れ
て
き
た
「
漢
書
に
有
る
所
に
非
ざ
る
」
部
分
に
属
す
道
術
篇
の
言

問
説
に
つ
い
て
、
頁
誼
の
著
作
と
し
て
最
も
信
頼
さ
れ
て
き
た
過
秦

上
・
中
・
下
篇
(
本
稿
で
は
便
宜
上
、
三
篇
を
ま
と
め
て
「
過
秦

3

論
」
と
称
す
)
と
の
関
連
か
ら
考
察
を
加
え
、
そ
こ
に
見
出
せ
る
論

理
構
造
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
節

過
秦
論
と
そ
の
論
理
構
造

過
秦
論
は
、
上
篇
が
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢

書
』
陳
勝
項
籍
停
に
、
中
篇
・
下
篇
も
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
採

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
弔
周
原
文
」
「
服
鳥
賦
」
な
ど
と
と
も

に
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
、
最
も
信
頼
の
置
け
る
買
誼
の
著
作
と
さ

れ
て
き
た
。
特
に
上
篇
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
文
選
』
巻
五
十
一
に

も
収
録
さ
れ
、
名
文
と
し
て
の
評
価
が
高
い
。
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト

の
性
格
上
、
買
誼
の
思
想
を
研
究
す
る
に
際
し
て
最
も
多
く
利
用
さ

れ
て
き
た
文
献
だ
と
い
え
る
。
本
節
で
は
、
道
術
篇
の
検
討
に
先
ん

じ
て
、
こ
の
過
秦
論
の
論
理
構
造
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

過
秦
論
は
、
そ
の
題
名
「
過
秦
」
が
示
す
通
り
、
わ
ず
か
「
十
三

年
」
(
『
買
誼
新
書
』
俗
激
篇
・
時
饗
篇
)
で
滅
亡
す
る
に
至
っ
た
帝

国
秦
を
事
例
と
し
て
、
そ
こ
に
自
身
の
政
治
論
を
投
影
し
た
も
の
で

あ
る
。
「
過
去
」
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
そ
れ
が
単
な
る
歴
史
評

論
に
留
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
そ
こ
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
歴

史
的
事
象
が
必
ず
し
も
史
実
に
即
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
買
誼
は
、
あ
く
ま
で
も
政
治
的
な
説
得
的
言
説

と
し
て
「
秦
」
を
物
語
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ
た
政
治
論
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
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古

上
篇
の
な
か
で
頁
誼
は
、
か
つ
て
戦
国
諸
国
が
合
従
し
て
攻
め
て

も
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
強
国
秦
が
、
一
介
の
農
民
陳
渉
に
よ
っ

て
、
い
と
も
簡
単
に
滅
亡
へ
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

お

こ

と

ぽ

一
夫
難
を
作
し
て
七
腐
は
墜
た
れ
、
身
は
人
の
手
に
死
し
、

天
下
の
笑
と
震
る
は
、
何
ぞ
や
。
仁
義
施
さ
ず
し
て
攻
守
の

勢
異
な
れ
ば
な
り
。
(
一
夫
作
難
而
七
廟
堕
、
身
死
人
手
、
局

天
下
笑
者
、
何
也
。
仁
義
不
施
而
攻
守
之
勢
異
也
。
)

v

」
こ
で
の
「
一
夫
」
は
陳
渉
、
「
七
廟
」
は
孝
公
以
来
の
伝
統
あ

る
秦
を
表
徴
し
て
い
る
。
「
仁
義
」
を
天
下
に
施
行
せ
ず
、
し
か
も

攻
守
の
「
勢
」
が
変
化
し
た
が
た
め
に
秦
は
滅
亡
す
る
に
至
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
過
秦
中
篇
に
も
統
一
後
の
秦
王
(
始
皇
帝
)
に
つ
い
て
、

秦
玉
食
部
の
心
を
懐
き
、
自
奮
の
智
を
行
ひ
、
功
臣
を
信
ぜ

ず
、
士
民
に
親
し
ま
ず
、
王
道
を
腐
し
て
私
愛
を
立
て
、
文
書

を
焚
き
て
刑
法
を
酷
に
し
、
詐
カ
を
先
に
し
て
仁
義
を
後
に

し
、
暴
虐
を
以
て
天
下
の
始
と
矯
す
。
(
秦
王
懐
貧
都
之
心
、

行
自
奮
之
智
、
不
信
功
臣
、
不
親
士
民
、
巌
王
道
而
立
私
愛
、

焚
文
書
而
酷
刑
法
、
先
詐
力
而
後
仁
義
、
以
暴
虐
馬
天
下
始
。
)

と
「
仁
義
」
よ
り
も
「
詐
力
」
に
重
点
を
置
く
政
治
を
行
っ
た
こ

と
を
い
い
、
続
け
て
、

か

秦
は
戦
闘
を
隊
れ
て
天
下
に
王
た
り
と
雌
も
、
其
の
道
は
易
は

ら
ず
、
其
の
政
は
改
ま
ら
ず
。
是
れ
其
の
之
れ
を
取
る
所
以
な

た
も

る
も
、
孤
濁
に
し
て
之
れ
を
有
つ
、
故
に
其
の
亡
ぶ
こ
と
立
ち

て
待
つ
べ
き
な
り
。
(
泰
雄
離
戟
園
市
王
天
下
、
其
道
不
易
、

其
政
不
改
。
是
其
所
以
取
之
也
、
孤
濁
而
有
之
、
故
其
亡
可
立

而
待
也
。
)

と
述
べ
て
い
る
。
秦
は
戦
国
の
世
を
離
れ
て
天
下
の
支
配
者
と

な
っ
た
の
に
、
そ
の
道
は
変
わ
ら
ず
、
そ
の
政
治
は
改
ま
ら
な
か
っ

た
。
天
下
を
取
る
に
は
「
詐
カ
」
は
必
要
で
あ
る
が
、
統
一
後
も
そ

の
ま
ま
「
詐
力
」
の
政
治
を
継
続
す
れ
ば
、
た
っ
た
一
人
で
天
下
を

所
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
。

過
秦
論
の
主
張
が
「
詐
カ
」
を
否
定
し
、
「
仁
義
」
の
政
治
へ
の

転
換
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
先
行

研
究
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
過
秦
論
に
お
け
る
頁
誼
の
批
判
の
矛
先

が
、
「
詐
力
」
そ
の
も
の
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
に

は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
過
秦
中
篇
に
「
夫
れ

井
兼
す
る
者
は
詐
力
を
高
し
と
し
、
危
ふ
き
を
安
ん
ず
る
者
は
権
に

し
た
が

順
ふ
を
貴
ぶ
(
夫
井
兼
者
高
詐
力
、
安
危
者
貴
順
槌
こ
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
う
。
買
誼
は
、
諸
国
を
兼
併
す
る
に
際
し
て

の
「
詐
カ
」
「
順
樫
」
に
は
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
秦
は
わ
ず
か
「
十
三
年
」
に
し
て
滅
ん
で
し

ま
っ
た
。
頁
誼
が
泰
の
天
下
統
一
に
対
し
て
、
「
一
定
」
の
評
価
し



か
与
え
得
な
か
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
何
故
、
秦
は
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
短
期
間
で
滅
亡
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

カ
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
、
過
秦
論
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
与

え
ら
れ
て
い
る
の
が
「
勢
」
で
あ
る
。
「
仁
義
不
施
市
攻
守
之
勢
異

也
」
と
あ
り
、
「
秦
雌
離
戦
園
而
王
天
下
」
と
あ
る
の
は
、
「
勢
」
、

つ
ま
り
時
勢
の
変
化
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
過

秦
中
篇
に
は
「
取
と
守
と
は
術
を
同
じ
く
せ
ざ
る
な
り
(
取
輿
守
不

同
術
也
こ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
進
取
の
時
代
と
守
成
の
時

)
代
と
で
は
「
術
」
が
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
買

球
誼
に
し
て
み
れ
ば
、
「
詐
カ
」
は
「
攻
」
の
時
代
の
政
治
と
し
て
は

紅
適
切
で
あ
っ
た
が
、
「
守
」
の
時
代
の
政
治
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く

受
な
い
、
だ
か
ら
、
「
一
詐
力
」
を
継
続
し
た
秦
は
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た

到
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
頁
誼
は
統
一
に
至
る
ま
で
の
秦
の
政

「る
治
を
評
価
し
つ
つ
も
、
統
一
後
の
統
治
方
法
に
対
し
て
批
判
を
加
え

制
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
こ
の
点
で
、
買
誼
の
秦
に
対
す
る
立
場
は
、
前
漢
草
創
期
の
人
々

割
の
そ
れ
と
は
大
い
に
異
な
る
。
前
漢
草
創
期
に
生
き
た
人
々
は
、
そ

翻
う
し
た
「
詐
力
」
「
順
椎
」
の
政
治
そ
の
も
の
を
憎
悪
非
難
の
対
象

国
と
し
、
暴
秦
論
の
中
核
に
据
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
浦
公
と
称
し
て

い
た
当
時
の
高
祖
が
秦
を
攻
め
て
成
陽
に
一
番
乗
り
を
果
た
し
た
と

5

き
、
諸
県
の
父
老
豪
傑
を
集
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

父
老
秦
の
苛
法
に
苦
し
む
こ
と
久
し
、
誹
諒
す
る
者
は
族
せ

ら
れ
、
偶
語
す
る
者
は
奔
市
せ
ら
る
。
・
(
中
略
)
父
老
と

約
す
る
に
、
法
は
三
章
の
み
と
せ
ん
。
人
を
殺
す
者
は
死
、
人

あ

を
傷
つ
く
る
と
盗
と
は
罪
に
抵
つ
。
徐
悉
く
秦
の
法
を
除
去

も
と

す
。
諸
も
ろ
の
吏
人
皆
な
案
堵
す
る
こ
と
故
の
ご
と
し
。
凡

そ
吾
来
た
る
所
以
は
、
父
老
の
局
に
害
を
除
か
ん
と
す
れ
ば

な
り
。
侵
暴
す
る
所
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
恐
る
る
無
か
れ
。

(
父
老
苦
秦
苛
法
久
失
、
誹
誘
者
族
、
偶
語
者
奔
市
。
・
(
中

略
)
血
(
父
老
約
、
法
三
章
耳
。
殺
人
者
死
、
傷
人
及
盗
抵

罪
。
徐
悉
除
去
秦
法
。
諸
吏
人
皆
案
堵
如
故
。
凡
吾
所
以
来
、

震
父
老
除
害
。
非
有
所
侵
暴
、
無
恐
。
)
(
『
史
記
」
高
祖
本
紀
)

有
名
な
「
法
=
一
章
」
を
宣
言
す
る
箇
所
で
あ
る
か
ら
殊
更
に
説
明

を
加
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
こ
で
「
秦
法
」
が
父
老
達
に

と
っ
て
の
「
害
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
秦
の
政
治
を
害
悪
と
し
て
語
り
、
そ
の
害
悪
た
る

「
秦
の
苛
法
」
を
除
く
こ
と
が
、
浦
公
の
秦
討
滅
の
大
義
名
分
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
秦
の
苛
法
」
は
秦
批
判

者
逮
に
と
っ
て
一
つ
の
中
心
的
議
題
で
あ
り
、
か
つ
直
接
的
な
非
難

の
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
吉
岡
』
無
矯
篇
に
も
次
の
よ

う
に
あ
る
。

秦
の
始
皇
刑
罰
を
設
け
、
車
裂
の
株
を
局
し
て
、
以
て
姦
邪

と
り
し
ま

を
飲
り
、
長
城
を
戎
境
に
築
き
て
、
以
て
胡
越
に
備
へ
、
大
を
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征
し
小
を
呑
み
、
威
は
天
下
に
震
ひ
、
将
帥
横
行
し
て
、
以

し
た
が

て
外
図
を
服
へ
、
蒙
情
飢
を
外
に
討
ち
、
李
斯
法
を
内
に
治

め
、
事
途
い
よ
煩
に
し
て
天
下
途
い
よ
乱
れ
、
法
遜
い
よ

滋
く
し
て
天
下
遠
い
ん
附
に
、
兵
馬
益
ま
す
設
け
て
敵
人

逮
い
よ
多
し
。
秦
治
め
ん
と
欲
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
、
然

れ
ど
も
之
れ
を
失
ふ
は
、
乃
ち
翠
措
太
だ
衆
く
刑
罰
太
だ

極
ま
り
し
故
な
り
。
(
秦
始
皇
設
刑
罰
、
馬
車
裂
之
謙
、
以
欽

姦
邪
、
築
長
城
於
戎
境
、
以
備
胡
越
、
征
大
呑
小
、
威
震
天

下
、
将
帥
横
行
、
以
服
外
圏
、
蒙
悟
討
乱
於
外
、
李
斯
治
法
於

内
、
事
途
煩
天
下
遜
田
剛
、
法
遜
滋
市
天
下
遜
織
、
兵
馬
益
設
而

敵
人
途
多
。
秦
非
不
欲
治
也
、
然
失
之
者
、
乃
血
中
措
太
衆
刑
罰

太
極
故
也
。
)

こ
こ
で
も
秦
の
政
治
を
「
刑
罰
」
に
特
徴
づ
け
、
そ
れ
を
滅
亡
の

要
因
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
秦
と
「
刑
罰
」
と
を

結
び
付
け
、
そ
の
政
治
そ
の
も
の
に
対
し
て
批
判
を
加
え
る
言
説
だ

と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
に
も
、
張
良
や
邸
食
其
が
「
無
道
」
と
称

し
、
陸
買
が
「
暴
秦
」
「
失
其
政
」
と
述
べ
る
の
も
、
そ
の
内
容
は

明
示
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
お
そ
ら
く
は
こ
う
し
た
高
祖
や
『
新
語
』

と
同
じ
背
景
を
も
っ
発
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
高

祖
を
は
じ
め
と
す
る
前
漢
草
創
期
の
人
々
は
、
秦
を
「
暴
秦
」
と
し

て
否
定
的
に
語
り
、
そ
の
批
判
の
矛
先
を
苛
酷
な
「
法
」
や
「
刑

罰
」
に
直
接
的
に
向
け
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
戦
国
秦
と
統
一
秦

と
を
区
別
す
る
視
点
は
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
買
誼
の
過
秦
論
で
は
、
統
一
以
前
と
以
後
と
を
峻
別
す

る
。
こ
の
点
は
、
前
漢
草
創
期
の
人
々
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
だ

【

nv

と
い
え
る
。
過
秦
論
が
批
判
を
加
え
る
の
は
、
「
詐
力
」
の
政
治
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
勢
」
が
「
攻
」
「
取
」
か
ら

「
守
」
に
変
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
詐
カ
」
か
ら
「
仁
義
」
へ

と
「
術
」
の
転
換
を
行
わ
な
か
っ
た
秦
の
政
治
、
そ
し
て
秦
の
君
主

達
な
の
で
あ
る
。
始
皇
帝
・
二
世
・
子
嬰
そ
れ
ぞ
れ
の
過
失
に
つ
い

て
、
一
人
一
人
個
別
に
、
そ
し
て
執
搬
に
論
じ
る
の
も
、
そ
の
表
れ

で
あ
ろ
う
。

過
秦
下
篇
で
は
「
先
王
」

(
U
周
)
と
「
秦
」
と
を
対
比
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
「
勢
」
に
応
じ
た
「
術
」
の
重
要
性
を
論
じ

て
い
る
。

き
』
な

先
王
墾
蔽
の
園
を
傷
ふ
を
知
る
な
り
。
故
に
公
・
卿
・
大

夫
・
土
を
置
き
、
以
て
法
を
飾
り
刑
を
設
げ
て
天
下
治
ま
る
。

其
の
強
き
や
、
暴
を
禁
じ
飢
を
訴
し
て
天
下
服
ふ
。
其
の
弱

き
ゃ
、
五
嬬
征
し
て
諸
侯
従
ふ
。
其
の
削
ら
る
る
や
、
内
に

は
守
り
外
に
は
附
き
て
社
稜
存
す
。
(
先
王
知
墾
蔽
之
傷
園

也
。
故
置
公
卿
大
夫
士
、
以
飾
法
設
刑
而
天
下
治
。
其
強
也
、

禁
暴
珠
飢
而
天
下
服
。
其
弱
也
、
五
稲
征
而
諸
侯
従
。
其
削

也
、
内
守
外
附
而
社
稜
存
。
)

先
王
は
「
窪
蔽
」
が
国
家
を
滅
亡
に
導
く
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。



事
一
蔽
と
は
、
諌
誇
の
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら

公
・
卿
・
大
夫
・
士
を
設
置
し
、
諌
静
の
道
を
開
き
、
法
・
刑
を
設

置
す
る
こ
と
で
天
下
は
治
ま
っ
た
。
周
の
勢
力
が
強
い
と
き
で
あ
れ

ば
暴
乱
を
収
拾
し
て
天
下
は
服
属
し
、
弱
く
な
っ
て
も
五
璃
が
出
征

し
て
諸
侯
は
従
い
、
領
土
が
削
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
内
に
は
守

り
外
に
は
大
国
に
附
属
し
て
、
社
稜
は
生
き
長
ら
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
い
う
。
買
誼
は
、
周
が
時
勢
に
応
じ
て
政
策
を
う
ま
く
転

換
し
た
こ
と
を
賞
賛
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
方
の
秦
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

)
故
よ
り
秦
の
盛
ん
な
る
や
、
法
を
繁
く
し
刑
を
殿
に
し
て
天
下

珊
震
ふ
。
其
の
衰
ふ
る
に
及
び
て
や
、
百
姓
怨
み
て
海
内
叛

ん
わ
け
り
。
(
故
秦
之
盛
也
、
繁
法
殿
刑
而
天
下
震
。
及
其
衰
也
、

受
百
姓
怨
而
海
内
叛
失
。
)

割
当
初
は
、
法
・
刑
を
厳
格
に
用
い
て
天
下
を
震
憾
さ
せ
た
秦
で

る
あ
っ
た
が
、
衰
退
す
る
に
及
ん
で
は
万
民
が
怨
ん
で
反
乱
に
至
っ
た

耐
と
こ
こ
で
い
う
。
こ
の
よ
う
に
頁
誼
は
、
先
王
と
秦
と
を
対
比
さ
せ

に
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
勢
の
変
化
に
適
応
で
き
か
っ
た
秦
の
す
が
た

剖
を
よ
り
際
立
た
せ
る
の
で
あ
る
。

醐
以
上
、
過
秦
論
の
記
述
に
従
っ
て
述
べ
て
き
た
o

君
主
が
「
勢
」

聞
に
適
応
し
た
「
術
」
を
選
択
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
秦
滅
亡
の
最

大
の
要
因
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
過
秦
論
の
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要
点
は
、
外
的
因
子
「
勢
」
と
政
治
的
術
策
「
術
」
と
の
即
応
に
置

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
過
秦
論
が
単
な
る
歴
史
評
論
に
留
ま

る
も
の
で
な
く
、
買
誼
の
生
き
た
文
帝
時
代
へ
の
提
言
で
も
あ
る
こ

と
は
、
既
に
先
行
研
究
に
明
ら
か
で
あ
る
。
買
誼
は
と
の
過
秦
論
に

よ
っ
て
、
文
帝
に
「
仁
義
」
へ
の
政
策
的
転
換
・
政
治
的
改
革
の
必

要
性
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

道
術
篇
と
そ
の
思
想
構
造

『
買
誼
新
書
」
道
術
篇
が
、
長
ら
く
買
諒
思
想
研
究
の
現
場
か
ら

排
除
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
例
え
ば
、
引
和
順
氏
は
道

術
篇
に
つ
い
て
、
『
漢
書
』
頁
誼
俸
収
録
の
上
奏
文
と
の
比
較
を
通

じ
、
道
術
篇
の
内
容
を
「
道
の
定
義
、
道
と
虚
と
術
と
の
関
連
が
詳

述
さ
れ
て
お
り
、
先
に
見
た
上
疏
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
た
内
面

的
・
哲
学
的
な
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
評
し
て
、
六
術
篇
・
道

徳
説
篇
と
と
も
に
「
こ
れ
ら
三
篇
に
見
ら
れ
る
哲
学
的
な
論
理
の
展

開
は
、
先
掲
の
頁
誼
の
上
奏
と
は
全
く
異
質
」
と
頁
誼
自
著
説
を
否

定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
買
誼
停
の
上
疏
と
趣
が
異
な
る
か
ら
と

い
っ
て
、
買
誼
の
自
著
で
な
い
と
い
う
根
拠
に
は
な
る
ま
い
。
班
国

自
身
、
「
漢
書
』
所
収
の
文
章
に
つ
い
て
「
其
の
世
事
に
切
な
る
者

を
援
」
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
趣
が
異
な
る
の
は
寧
ろ
当
然
の
こ

と
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
働
い
て
い
る
の
は
、
班
固
の
主
観
的
な

資
料
選
択
の
意
図
、
乃
至
は
編
集
意
識
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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で
は
、
道
術
篇
の
内
容
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
本
節
で
は

道
術
篇
の
思
想
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

道
術
篇
は
「
数
し
ば
道
の
名
を
聞
く
も
、
市
も
未
だ
其
の
買
を
知

ら
ざ
る
な
り
。
請
ひ
間
ふ
道
と
は
何
の
謂
ひ
ぞ
や
(
数
間
道
之
名

突
、
而
未
知
其
質
也
。
諸
問
道
者
何
謂
也
。
)
」
と
い
う
質
問
に
始
ま

る
。
そ
れ
に
答
え
て
、

道
と
は
、
従
り
て
物
に
接
す
る
所
な
り
。
其
の
本
な
る
者
之

れ
を
虚
と
謂
ひ
、
其
の
末
な
る
者
之
れ
を
術
と
謂
ふ
。
虚
な

る
者
は
、
其
の
精
微
な
る
を
雪
一
口
ふ
な
り
、
平
素
に
し
て
而
し
て

設
施
無
き
な
り
。
術
な
る
者
は
、
従
り
て
物
を
制
す
る
所
な

り
、
動
静
の
数
な
り
。
凡
そ
此
れ
皆
な
道
な
り
。
(
道
者
、
所

従
接
物
也
。
其
本
者
謂
之
虚
、
其
末
者
謂
之
術
。
虚
者
、
言
其

精
微
也
、
平
素
而
無
設
施
也
。
術
也
者
、
所
従
制
物
也
、
動
静

之
数
也
。
凡
此
皆
道
也
。
)

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
道
術
篇
の
「
道
」
が
、
「
所
従
援
物
」
、
つ

ま
り
事
物
に
接
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
根
本
部
分
た
る

「
虚
」
と
末
梢
部
分
た
る
「
術
」
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
一
方
の
「
虚
」
を
「
精
微
」
「
平
素
」
「
無

設
施
」
と
し
、
一
方
の
「
術
」
を
「
所
従
制
物
」
「
動
静
之
数
」
と

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
何
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
か

判
然
と
し
な
い
。

そ
と
で
す
か
さ
ず
、
「
虚
」
に
つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
る
。

「
道
」
の
根
本
部
分
に
置
か
れ
、
「
言
其
精
微
也
、
平
素
而
無
設
施

也
」
と
さ
れ
る
「
虚
」
は
事
物
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の

か
。
道
術
篇
は
、

日
は
く
「
請
ひ
問
ふ
虚
の
物
に
接
す
る
こ
と
、
何
如
」
と
。
射

た

い

ら

か

〈

へ
て
日
は
く
「
鏡
は
儀
に
し
て
居
り
、
執
る
無
く
減
さ
ず
、
美

は
か
り

悪
畢
く
至
り
、
各
お
の
其
の
首
を
得
。
衡
は
虚
に
し
て
私
す

る
無
く
、
平
静
に
し
て
慮
り
、
軽
重
畢
く
懸
り
、
各
お
の
其

の
所
を
得
。
明
主
な
る
者
は
、
南
面
し
て
正
し
く
、
清
虚
に
し

の

て
静
な
れ
ば
、
名
を
し
て
白
か
ら
宣
べ
し
め
、
物
に
命
じ
て
自

か

が

み

は

か

か
ら
定
ま
ら
し
む
る
こ
と
、
鑑
の
膝
ず
る
が
ご
と
く
、
衡
の
栴

き

ず

在

住

る
が
ご
と
し
。
畳
有
れ
ば
之
れ
を
和
し
、
端
有
れ
ば
之
れ
に

し

た

が

さ

わ

随
ひ
、
物
は
英
の
極
を
鞠
め
て
、
蛍
を
以
て
之
れ
に
施
す
。
此

れ
虚
の
物
に
接
す
る
な
り
」
と
。
(
日
「
諮
問
虚
之
接
物
、
何

如
。
」
封
日
「
鏡
儀
市
居
、
無
執
不
滅
、
美
惑
畢
至
、
各
得
其

首
。
衡
虚
無
私
、
平
静
而
慮
、
軽
重
畢
懸
、
各
得
其
所
。
明
主

者
、
南
面
而
正
、
清
虚
而
静
、
令
名
自
官
弓
命
物
自
定
、
如
鐙

之
臆
、
如
衡
之
稿
。
有
壁
和
之
、
有
端
随
之
、
物
鞠
其
極
、
而

以
嘗
施
之
。
此
虚
之
接
物
也
。
」
)

と
続
く
。
「
虚
」
の
事
物
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
、
「
鏡
」
「
衡
」

を
輸
と
し
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。
「
鋭
」
は
映
す
事
物
の
美
悪
を

そ
の
ま
ま
映
し
出
し
、
「
衡
」
は
量
る
事
物
の
軽
重
を
そ
の
ま
ま
量

り
出
す
。
そ
こ
に
私
心
や
行
為
は
介
在
し
な
い
。
だ
か
ら
「
平
素
」



で
あ
り
、
か
つ
「
無
設
施
」
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事

物
は
鏡
や
衡
に
対
す
る
こ
と
で
、
偽
り
の
な
い
自
身
の
す
が
た
を
そ

こ
に
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
明
主
は
、
鏡
や
衡
の

よ
う
な
「
南
面
而
正
、
清
虚
而
静
」
な
る
態
度
を
保
つ
こ
と
に
よ

り
、
接
す
る
事
物
に
対
し
て
、
自
ず
か
ら
自
身
の
分
を
知
ら
し
め
、

納
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
へ
と
納
ま
ら
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
傷
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
合
わ
せ
、
正
し
い
こ
と
に
は
従
い
、
事
物
の
極
み
を

見
極
め
て
、
妥
当
な
施
策
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
「
虚
」
の
事
物
へ
の
接
し
方
な
の
だ
、
と
道
術
篇
は
述
べ
る
。

)
こ
こ
で
明
ら
か
な
の
は
、
ま
ず
は
、
「
虚
」
が
君
主
の
理
想
的
政

一
明
治
日
程
度
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

役
「
明
主
」
と
「
南
面
市
正
、
清
虚
而
静
」
と
が
結
合
さ
れ
て
い
る
こ

受
と
か
ら
明
白
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
「
虚
」
な
る
態
度
が
、
「
令

劇
名
自
宣
、
命
物
自
定
」
と
あ
る
よ
う
に
、
事
物
の
自
発
的
秩
序
化
を

る
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
無
論
、
秩
序
化
さ
れ
る

削
の
は
事
物
ば
か
り
で
は
な
い
。
君
主
の
行
う
具
体
的
行
為
も
そ
こ
に

に
は
含
ま
れ
る
。
だ
か
ら
、
「
虚
」
な
る
態
度
を
保
持
す
る
こ
と
に

割
よ
っ
て
、
「
有
壁
和
之
、
有
端
随
之
」
と
、
君
主
は
、
事
物
の
特
性

蹴
を
見
極
め
て
、
自
然
と
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を
選
択
す
る

頂
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
い
う
「
虚
」
と
は
、
接
触
す
る
事
物
に
本
来
あ
る
べ
き

と
こ
ろ
・
本
来
あ
る
べ
き
す
が
た
を
自
覚
さ
せ
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
事
物
に
応
じ
た
適
切
な
対
処
法
を
施
す
た
め
の
主
体
(
君
主
)

の
理
想
的
政
治
的
態
度
な
の
だ
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
「
虚
」
に
関
す
る
道
術
篇
の
記
述
は
、
「
緯
非
子
』
主

道
篇
の
主
張
を
想
起
き
せ
よ
う
。
し
か
し
主
道
篇
が
、
臣
下
の
実
態

を
探
り
、
実
績
を
定
め
る
「
形
名
参
同
」
の
一
環
と
し
て
、
君
臣
関

係
に
限
定
し
て
、
君
主
が
そ
の
心
を
虚
静
に
保
つ
べ
き
こ
と
を
説
く

の
に
対
し
、
道
術
篇
の
場
合
は
、
よ
り
広
く
君
主
と
事
物
と
の
関
係

に
お
い
て
、
本
質
を
見
極
め
、
適
切
な
対
策
を
施
す
た
め
の
君
主
の

理
想
的
態
度
と
し
て
「
虚
」
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
巻
前
古
侠
書
『
経

法
』
で
あ
る
。
道
法
篇
に
、

見
知
の
道
は
、
唯
だ
虚
無
有
の
み
。
虚
無
有
は
、
秋
篭
も
之
れ

を
成
し
、
必
ず
形
名
有
り
、
形
名
立
て
ば
、
則
ち
黒
白
の
分

己
る
。
故
に
道
を
執
る
者
の
天
下
を
観
る
や
、
無
執
な
り
、
無

慮
な
り
、
無
矯
な
り
、
無
私
な
り
。
是
の
故
に
天
下
に
事
有
る

も
、
自
ら
形
名
盤
披
を
矯
さ
ざ
る
無
し
。
形
名
己
に
立
ち
、

態
統
己
に
建
て
ば
、
則
ち
逃
迩
匿
正
す
る
所
無
し
。
(
見
知
之

道
、
唯
虚
元
有
。
虚
元
有
、
秋
稿
成
之
、
必
有
刑
名
、
刑
名

立
、
則
黒
白
之
分
己
。
故
執
道
者
之
翻
於
天
下
殴
、
元
執
殴
、

元
慮
也
、
元
局
殴
、
元
私
殴
。
是
故
天
下
有
事
、
元
不
自
第
刑

名
盤
続
失
。
刑
名
巳
立
、
韓
披
己
建
、
則
元
所
逃
迩
匿
正
失
。
)

と
あ
る
。
「
見
知
(
認
識
)
」
の
方
法
は
、
「
虚
無
有
」
の
み
だ
と
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い
い
、
ま
た
、

め
A
Y
り

故
に
唯
だ
道
を
執
る
者
は
能
く
上
は
天
の
反
に
明
ら
か
に
し

さ
か
い

て
、
市
し
て
中
は
君
臣
の
半
に
達
し
、
荷
物
の
終
始
す
る
所
を

密
察
す
る
も
、
而
も
主
と
局
ら
ず
。
故
に
能
く
至
素
至
精
、
浩

摘
に
し
て
無
形
、
然
る
後
に
以
て
天
下
の
正
た
る
べ
し
。
(
故

唯
執
道
者
能
上
明
於
天
之
反
、
而
中
遼
君
臣
之
半
、
密
察
於
寓

物
之
所
終
始
、
而
弗
矯
主
。
故
能
至
素
至
精
、
恰
粥
元
刑
、
然

后
可
以
矯
天
下
正
。
)

と
い
う
。
「
緩
法
』
は
、
君
主
が
「
道
」
の
在
り
方
に
従
っ
て
、

心
を
「
虚
無
有
」
に
保
ち
、
万
物
を
認
識
す
べ
き
こ
と
を
説
く
の
で

あ
る
。
「
虚
」
を
君
主
と
事
物
と
の
関
係
の
な
か
で
、
外
界
の
事
象

を
認
識
す
る
上
で
の
君
主
の
政
治
的
理
想
的
態
度
と
し
て
位
置
づ
け

る
点
に
お
い
て
、
道
術
篤
と
『
経
法
』
と
は
共
通
す
る
側
面
を
有
し

て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
に
確
た
る
直
接
の
影
響
関
係
を
安
易
に
想

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
方
の
道
術
篇
が
『
買
誼
新
書
』
の

一
部
と
し
て
残
さ
れ
、
一
方
の
『
経
法
』
が
文
帝
期
の
漠
墓
か
ら
出

土
し
た
と
い
う
こ
つ
の
事
実
は
、
漢
代
初
期
の
思
想
を
考
究
す
る
上

で
も
っ
と
重
視
さ
れ
て
よ
い
。

で
は
、
一
方
の
「
術
」
を
道
術
篇
は
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
。
や

は
り
、
「
請
ひ
問
ふ
術
の
物
に
接
す
る
こ
と
、
何
如
(
諮
問
術
之
接

物
、
何
如
こ
と
い
う
質
問
に
答
え
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

や
わ

人
主
仁
に
し
て
境
内
和
ら
ぐ
、
故
に
其
の
士
民
親
し
ま
ざ

る
英
き
な
り
。
人
主
義
に
し
て
境
内
理
ま
る
、
故
に
其
の
士

し

た

が

っ

つ

し

民
順
は
ざ
る
莫
き
な
り
。
人
主
に
躍
有
り
て
境
内
粛
む
、
故

に
其
の
士
民
敬
は
ざ
る
莫
き
な
り
。
人
主
に
信
有
り
て
境
内

た
だ貞

し
、
故
に
其
の
土
民
信
ぜ
ざ
る
莫
き
な
り
。
人
主
公
に
し

し
た
が

て
境
内
服
ふ
、
故
に
其
の
士
民
裁
か
ざ
る
莫
き
な
り
。
人
主

し
た
が

法
あ
り
て
境
内
軌
ふ
、
故
に
其
の
士
民
輸
け
ざ
る
莫
き
な

り
。
賢
を
鼎
中
ぐ
れ
ば
則
ち
民
善
に
化
し
、
能
を
使
へ
ば
則
ち

宮
職
治
ま
り
、
英
俊
位
に
在
れ
ば
則
ち
主
尊
ば
れ
、
羽
翼

た

任
に
勝
ふ
れ
ば
則
ち
民
間
酬
は
る
。
徳
を
操
り
て
固
け
れ
ば
則

ち
威
立
ち
、
教
へ
順
に
し
て
必
せ
ば
則
ち
令
行
は
る
。
周
く

か

ん

が

た

め

聴
け
ば
則
ち
蔽
は
れ
ず
、
稽
へ
験
せ
ば
則
ち
憧
れ
ず
、
好
患
を

明
ら
か
に
す
れ
ば
則
ち
良
心
化
し
、
事
端
を
密
に
す
れ
ば
則

み
ち

ち
人
主
神
な
り
。
術
な
る
者
は
、
物
に
接
す
る
の
隊
な
り
。

凡
そ
櫨
重
き
者
は
必
ず
事
に
護
み
、
令
行
ふ
者
は
必
ず
言
に

ず
〈
な

謹
め
ば
、
則
ち
過
敗
鮮
し
。
此
れ
術
の
物
に
接
す
る
の
道

《

m
u
v

な
り
。

道
術
篇
が
あ
く
ま
で
も
「
人
主
」
の
問
題
と
し
て
、
「
道
」
を
扱

お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
知
れ
る
が
、
乙
ζ

で
そ
の

「
術
」
に
相
当
す
る
の
は
、
「
仁
」
「
義
」
「
躍
」
「
信
」
「
公
」
「
法
」

「
奉
賢
」
「
使
能
」
「
英
俊
在
位
」
「
羽
翼
勝
任
」
「
操
徳
固
」
「
教
順

必
」
「
周
聴
」
「
稽
験
」
「
明
好
悪
」
「
密
事
端
」
の
部
分
で
あ
ろ
う
。

先
に
は
「
所
従
制
物
」
「
動
静
之
数
」
と
い
い
、
事
物
を
制
御
す
る



方
法
・
積
極
的
消
極
的
双
方
を
含
む
様
々
な
方
法
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
「
接
物
之
隊
」
と
い
い
、
外
界
の
事
物
に
接

す
る
た
め
の
様
々
な
具
体
的
政
治
的
方
法
を
「
術
」
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
我
々
は
道
術
篇
が
「
仁
」
「
義
」

「
趨
」
「
信
」
な
ど
ば
か
り
で
な
く
、
法
家
思
想
、
あ
る
い
は
費
老
思

想
を
連
想
さ
せ
る
「
公
」
「
法
」
「
稽
験
」
「
密
事
端
」
を
も
並
列
的

に
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
仁
」
「
義
」

と
「
公
」
「
法
」
は
同
じ
位
相
に
並
べ
ら
れ
、
同
等
の
価
値
を
与
え

ら
れ
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
術
」
は
、
こ
こ
で
は
政

)
治
的
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
相
対
的
に
置
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

球
の
で
あ
る
。

担
甘
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
君
主
の
理
想
的
態
度
と
し
て
の
「
虚
」

受
と
、
政
治
的
具
体
的
対
策
と
し
て
の
「
術
」
と
は
、
「
道
者
、
所
従

乳
接
物
也
。
其
本
者
謂
之
鹿
、
其
末
者
謂
之
術
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、

「る
本
末
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
。
君
主
は
「
虚
」
と
い
う
態
度
を

耐
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
「
以
嘗
施
之
」
へ
と
導
か
れ
て
い
た
が
、
こ

に
の
「
以
蛍
施
之
」
が
「
術
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

剖
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
虚
」
か
ら
「
術
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と

舗
に
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
虚
」
と
「
術
」
と
は
本
|
末
の

慣
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
術
篇
は
、
「
虚
」

ー
と
「
術
」
と
を
本
|
末
関
係
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
君
主
の
理
想
的

ー
な
心
の
在
り
方
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
政
治
的
手
段
あ
る
い
は
政
治

的
方
法
と
を
、
一
つ
の
ベ
ク
ト
ル
で
連
関
さ
せ
、
そ
し
て
さ
ら
に
、

「
道
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
そ
の
全
て
を
包
み
込
む
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
「
虚
」
は
「
道
の
本
」
、
「
術
」
は
「
道
の
末
」
と
し
て

「
道
」
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
手
段
を
「
道
」
の
構
造
の
な
か
に
包
摂

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
道
術
篇
の
「
道
」

キ
品
、

其
の
原
た
る
屈
く
る
無
く
、
其
の
嬰
に
耀
ず
る
こ
と
極
ま
る
無

し
、
故
に
聖
人
之
れ
を
尊
ぶ
。
夫
れ
道
の
詳
ら
か
な
る
こ
と
、

勝
げ
て
述
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
(
其
矯
原
無
屈
、
其
臆
愛
無

極
、
故
聖
人
尊
之
。
夫
道
之
詳
、
不
可
勝
述
也
。
)

と
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
根
源
は
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、

変
化
に
対
応
し
て
窮
す
る
こ
と
が
な
い
、
だ
か
ら
「
聖
人
」
は

「
道
」
を
尊
ぶ
の
だ
と
。
こ
う
し
て
道
術
篇
の
「
道
」
は
、
君
主
の

理
想
的
態
度
た
る
「
虚
」
と
適
切
な
対
策
で
あ
る
「
術
」
と
を
包
括

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
無
屈
」
「
無
極
」
の
性
格
を
付
与
さ
れ
、
そ
の

万
能
性
の
故
に
「
聖
人
」
と
と
も
に
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

過
秦
論
と
道
術
篇

こ
乙
ま
で
、
過
秦
論
と
道
術
篇
の
思
想
構
造
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
い
ま
い
ち
ど
両
篇
の
構
造
を
確
認
し
て
み



2

よ
h

つ。過
秦
論
は
、
「
秦
」
を
事
例
と
し
て
、
「
勢
」
の
変
化
に
応
じ
た

「
術
」
の
転
換
を
君
主
に
求
め
て
い
た
。
「
勢
」
と
「
術
」
と
は
、
相

応
ず
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

理
論
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
術
」
に
買
誼
は
絶
対
的
価
値
を
付
与
し
て

い
な
い
乙
と
に
な
ろ
う
。
自
身
の
主
張
す
る
「
仁
義
」
も
、
「
勢
」

が
守
成
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
術
」
と
し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

「
勢
」
が
進
取
で
あ
る
と
き
は
「
詐
力
」
が
優
先
さ
れ
る
と
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
論
理
構
造
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
術
」
は
あ
く
ま
で
も

相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
外
的
因
子
「
勢
」
に
よ
っ
て
価
値
が
与
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
の
道
術
篇
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
道
術
篤
は
、
君
主
の
事
物

に
接
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
政
治
的
方
法
を
指
し
て
「
術
」

と
呼
ぶ
。
そ
の
な
か
で
、
「
仁
」
「
義
」
「
躍
」
「
信
」
「
公
」
「
法
」
が

並
列
的
に
連
ね
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
「
術
」
は
「
道
」
の
末

端
と
さ
れ
、
根
本
部
分
「
虚
」
と
本
l
末
の
関
係
に
置
か
れ
る
。

「
虚
」
は
、
外
界
の
事
物
を
適
切
に
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
「
術
」
を
選
択
す
る
た
め
の
君
主
の
理
想
的
態
度
で
あ
り
、
道

術
篇
の
「
道
」
は
、
こ
れ
ら
の
「
虚
」
「
術
」
を
包
み
込
む
と
と
で

万
能
性
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
過
秦
論
と
道
術
篇
と
に
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
一
点
目
は
「
術
」
が
両
篇
と
も
に
君
主
の
政
治
的
手
段
、

あ
る
い
は
政
治
的
方
法
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
説
明
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
過
秦
論
が

「
術
」
の
転
換
の
責
任
を
秦
の
君
主
に
執
劫
に
負
わ
せ
、
道
術
篇
が

「
人
主
」
と
の
関
係
の
も
と
で
「
接
物
之
隊
」
「
所
従
制
物
」
と
し
て

「
術
」
を
説
い
て
い
た
の
を
想
起
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
術
」
が
相
対
的
な
位
置
を
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
過
秦
論
は
「
勢
」
に
応
じ
て
、
道
術
篇
は
接

す
る
事
物
や
状
況
に
応
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
「
術
」
の
な
か
か
ら
適
切

な
「
術
」
を
選
択
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
両
者
と
も
に
、
あ
る
一
つ
の
「
術
」
を
絶
対
視
す
る
わ
げ
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
術
」
を
、
論
理
構
造
上
、
相
対
的
な
も
の
と

し
て
語
る
の
で
あ
る
。

三
点
目
は
、
「
術
」
の
選
択
に
外
的
要
素
が
深
く
関
係
す
る
こ
と

で
あ
る
。
過
秦
論
は
「
勢
」
が
、
道
術
篇
で
は
「
物
」
が
そ
の
外
的

要
素
に
当
た
る
。
道
術
篇
に
お
け
る
「
虚
」
は
、
そ
の
「
物
」
を
的

確
に
認
識
す
る
た
め
の
君
主
の
理
想
的
態
度
で
あ
り
、
そ
の
「
虚
」

の
作
用
に
よ
り
、
適
切
な
「
術
」
が
選
択
さ
れ
る
と
と
に
な
る
の
で

あ
る
。従

来
、
こ
の
二
つ
の
文
献
|
過
秦
論
と
道
術
篤
と
ー
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
一
方
は
「
儒
家
的
」
言
説
と
し
て
、
他
方
は
「
道
家



的
」
あ
る
い
は
「
法
家
的
」
言
説
と
し
て
決
然
と
区
別
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
、
『
漢
書
』
頁
誼
停
の
「
儒
家
的
」
賀
誼
像
を
基
準
と

し
て
、
過
秦
論
は
頁
誼
自
身
の
思
想
を
含
む
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ

た
が
、
一
方
の
「
道
」
を
説
く
道
術
篇
は
買
誼
本
人
の
著
作
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
頁
誼
の
思
想
を
研
究
す
る
上
で
排
除
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
両
文
献
の
思
想
は
、
決
し
て

相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
矛
盾
し
な
い
ば
か
り
か
、
寧
ろ
、
両

文
献
の
思
想
構
造
は
複
雑
か
つ
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
い
え
る
。

)
君
主
は
「
虚
」
と
い
う
理
想
的
態
度
を
保
ち
な
が
ら
、
「
勢
」
「
事

璃
物
」
な
ど
の
外
界
の
事
象
を
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
勢
に
応
じ
た

紅
「
仁
義
」
や
「
詐
力
」
と
い
っ
た
「
術
」
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。

受
過
秦
論
に
見
ら
れ
る
「
術
」
と
「
勢
」
と
は
、
道
術
篇
の
「
道
」
の

劇
構
造
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
言
説

「る
と
な
る
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
道
術
篇
の
「
道
」
の
構

耐
造
は
、
過
秦
論
の
理
論
を
よ
り
普
通
化
し
た
も
の
な
の
だ
と
い
え

に
る
。

剖
さ
て
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
買
誼
は
、
こ
う
し
た
「
道
」
の
構
造

酬
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干

聞
の
考
察
を
加
え
、
そ
の
可
能
性
の
一
つ
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

過
秦
論
に
お
け
る
秦
が
、
「
勢
」
の
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
貫

し
て
「
詐
カ
」
の
政
治
を
継
続
し
、
時
勢
に
適
し
た
「
術
」
へ
の
転
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換
を
怠
っ
た
が
た
め
に
滅
亡
し
て
し
ま
う
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
第
一
節
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
買
詑
は

「
詐
力
」
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
か
っ
た
。
寧
ろ
、

賀
誼
は
「
詐
力
」
の
効
果
に
対
し
て
、
積
極
的
な
評
価
を
与
え
て
い

た
。
何
故
、
買
誼
は
わ
ざ
わ
ざ
「
勢
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
し
て

ま
で
、
一
方
で
「
仁
義
」
を
説
き
、
一
方
で
「
詐
力
」
を
容
認
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

こ
こ
で
ま
ず
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
古
代
に
お

け
る
理
念
上
の
支
配
者
像
で
あ
ろ
う
。
先
秦
諸
子
に
お
げ
る
「
天

下
」
統
治
者
と
は
、
必
ず
有
徳
の
「
聖
人
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い

た
。
『
孟
子
』
が
王
道
論
を
主
張
し
、
『
萄
子
』
が
後
王
説
を
展
開
す

る
の
は
、
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。
ま
た
、
『
墨
子
』
兼
愛
上
篇
に

「
聖
人
は
天
下
を
治
む
る
を
以
て
事
と
矯
す
者
な
り
(
聖
人
以
治
天

下
属
事
者
也
こ
と
い
い
、
『
老
子
』
に
も
「
是
を
以
て
聖
人
は
一
を

抱
へ
て
天
下
の
式
と
震
る
(
是
以
聖
人
抱
一
局
天
下
式
こ
と
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
に
よ
っ
て
そ
の
指
し
示
す
内
容
は
異
な
る
も
の

の
、
理
想
的
な
「
天
下
」
統
治
者
を
有
徳
の
「
聖
人
」
と
し
て
語
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
秦
の
場
合
、
そ
の
「
天
下
」
を
統
一
し
た
始
皇
帝
で
さ

え
「
聖
人
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
世
・
子
嬰
は

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
短
期
間
の
う
ち

に
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
始
祖
た
る
始
皇
帝
が
聖
人
化
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さ
れ
る
た
め
の
時
聞
が
少
な
す
ぎ
た
こ
と
、
ま
た
、
暴
秦
と
し
て
の

「
秦
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し
た
前
漢
草
創
期
知
識
人
の
多
く
が
、

始
皇
帝
の
時
代
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
世
代
で
あ
っ
た
こ
と
の
二

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
漢
草
創
期
の
人
々
に
と
っ
て
の
秦
と
は
、
実

際
の
「
敵
国
」
で
も
あ
り
、
滅
亡
さ
せ
ら
れ
た
祖
国
の
怨
念
的
感

情
、
あ
る
い
は
直
接
に
秦
と
戦
っ
た
敵
国
感
情
か
ら
、
事
実
は
ど
う

で
あ
れ
、
秦
の
象
徴
と
も
い
え
る
「
始
皇
帝
」
を
も
「
暴
君
」
と
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
う
。

さ
ら
に
そ
の
暴
秦
論
は
、
そ
の
ま
ま
漢
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た

め
の
論
拠
と
も
な
る
。
漢
が
楽
帝
国
を
継
承
し
て
い
る
存
在
で
あ
る

以
上
、
前
王
朝
と
し
て
の
秦
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
漢
は
秦
の
否
定
の
上
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
「
暴
秦
」
は
漢
帝
国
の
存
立
理
念
で
あ
っ
た
と
も
い

え
る
。
し
た
が
っ
て
秦
帝
国
は
、
始
祖
た
る
始
皇
帝
か
ら
子
聞
置
に
至

る
ま
で
「
暴
秦
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
前
漢

王
朝
の
性
格
を
も
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
秦
の
滅
亡
か
ら
三
十
年
余
り
が
経
過
し
た
と

は
い
え
、
漢
初
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
「
暴
秦
」
と
し
て
の
秦
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
所
与
の
前
提
と
し
て
動
か
し
難
い
評
価
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
か
く
し
て
秦
は
、
中
園
史
上
初
の
統
一
帝
国
で
あ
り
な
が

ら
、
古
代
に
お
け
る
天
下
支
配
者
観
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
買
誼
は
、
そ
の
秦
の
天
下
統
一
と
い
う
歴
史
的
事
実
を

冷
静
に
受
付
止
め
よ
う
と
す
る
。
『
頁
誼
新
書
』
保
停
篇
に
、

殿
天
子
た
る
こ
と
二
十
鈴
世
に
し
て
、
周
之
れ
を
受
く
。
周

天
子
た
る
こ
と
三
十
飴
世
に
し
て
、
秦
之
れ
を
受
く
。
秦
天

子
た
る
こ
と
二
世
に
し
て
、
亡
ぶ
。
(
殿
潟
天
子
二
十
徐
世
、

市
周
受
之
。
周
魚
天
子
三
十
徐
世
、
而
秦
受
之
。
秦
局
天
子
二

世
、
而
亡
。
)

と
あ
り
、
秦
を
天
下
統
治
者
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
し
て
置
い

て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
天
下
喪
失
者
と
し
て
の
秦
の
み
な
ら

ず
、
天
下
統
一
者
と
し
て
の
秦
に
も
光
を
照
射
す
る
態
度
は
、
過
秦

論
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
買
誼
に
と
っ
て
、
天
下
統
治
者
と
し

て
の
「
秦
」
は
必
要
不
可
欠
の
歴
史
的
事
象
だ
っ
た
の
で
あ
封
。

そ
こ
で
生
じ
る
の
が
、
何
故
に
「
暴
秦
」
が
天
下
を
統
一
し
得
た

の
か
、
と
い
う
問
題
で
は
な
か
っ
た
か
。
「
徳
」
の
な
い
秦
が
天
下

統
一
を
果
た
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
先
秦
思
想
に
は
な
か
っ

た
思
想
的
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
る
。

こ
の
疑
問
に
対
し
賀
誼
が
利
用
し
た
の
が
、
「
勢
」
と
「
術
」
の

即
応
と
い
う
過
秦
論
の
理
論
で
あ
っ
た
。
進
取
の
時
代
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
「
詐
カ
」
の
秦
は
天
下
統
一
を
果
た
せ
た
、
し
か
し
、
そ
の
ま

ま
守
成
の
時
代
に
移
っ
て
も
政
治
を
転
換
し
な
か
っ
た
の
で
滅
亡
し

た
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
は
、
「
暴
秦
」
に
よ
る
天
下
統
一
を
う
ま



く
説
明
し
つ
つ
、
前
王
朝
と
し
て
の
秦
を
否
定
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
ま
た
、
買
誼
は
過
秦
論
に
お
い
て
「
仁
義
」
に
依
拠
し
た

政
治
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
も
過
秦
論
の
構
造
は

威
力
を
発
揮
す
る
。
「
勢
」
を
「
守
」
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
仁
義
」
の
必
然
性
を
主
張
す
る
た
め
の
理
論
的
根
拠
と
な
り
得
る

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秦
の
天
下
統
一
と
秦
か
ら
漢
へ
の
政
権
交
代
の
正

当
性
を
説
明
し
つ
つ
、
自
身
の
唱
道
す
る
「
仁
義
」
の
理
論
的
根
拠

を
獲
得
す
る
た
め
に
、
賀
誼
は
「
勢
」
を
媒
介
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

)
の
「
術
」
を
相
対
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た

球
の
が
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
道
術
篇
の
「
道
」
の
思
想
構
造
な
の

駅
で
あ
ろ
う
。

受
道
術
篇
の
「
道
」
は
、
「
虚
」
「
術
」
を
本
末
関
係
と
し
て
内
包

剥
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
端
を
担
う
「
術
」
に
「
仁
」
「
義
」
と
並

「る
ん
で
「
公
」
「
法
」
を
も
含
む
こ
と
に
よ
り
、
「
道
」
に
無
恩
無
極
の

附
性
質
を
与
え
る
。
ど
の
「
術
」
を
選
択
す
る
か
は
、
論
理
上
、
外
界

に
の
事
物
を
的
確
に
把
握
す
る
君
主
の
理
想
的
態
度
「
虚
」
に
委
ね
ら

割
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
仁
」
を
選
ぶ
か
、
「
法
」
を
選
ぶ
か
は
、
「
虚
」

闘
が
外
物
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。

国
以
上
、
過
秦
論
と
道
術
篇
が
「
道
」
の
構
造
を
通
じ
て
密
接
な
関

係
に
あ
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
従
来
、
『
貰
誼
新
書
』
と

5
 

1

い
う
思
想
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
過
秦
論
を
中
心
と
す
る
「
儒
家

的
」
な
思
想
群
と
道
術
篇
な
ど
の
「
道
家
的
」
、
あ
る
い
は
「
法
家

的
」
な
思
想
群
と
は
、
裁
然
と
区
別
さ
れ
、
後
者
は
排
除
さ
れ
る

か
、
そ
こ
に
積
極
的
意
義
を
見
出
す
こ
と
も
な
く
、
文
帝
時
代
に
流

行
し
た
黄
老
思
想
の
流
行
と
い
う
外
的
要
因
に
起
因
す
る
も
の
と
し

て
把
握
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
眼
。
確
か
に
そ
う
し
た
影
響
は
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
。
本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
両
者
は
思
想
的
に
、
複
雑
か

っ
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
秦
の
天
下
統
一
と
漢
帝
国
へ

の
移
行
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
な
お
か
つ
「
仁
義
」
へ
の
政

治
的
変
革
を
求
め
る
賀
誼
に
と
っ
て
、
道
術
篇
の
「
道
」
の
構
造
は

必
要
不
可
欠
な
概
念
装
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
「
道
」
の
構
造
の
構
築
が
、
「
秦
」
と
い
う
歴
史
問
題
と
の
関
係

の
な
か
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
漢
初
思
想
界
を
考
察
す
る
上
で

極
め
て
重
要
な
事
実
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に
|
漢
初
知
識
人
の
「
秦
」
受
容

本
稿
で
は
、
『
頁
誼
新
書
』
の
言
説
を
取
り
上
げ
て
、
過
秦
論
と

道
術
篇
の
思
想
構
造
に
考
察
を
加
え
、
両
者
が
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

確
か
に
、
過
秦
論
の
主
張
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
買
誼
は
「
仁

義
」
や
「
櫨
」
に
依
拠
し
た
政
治
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
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「
儒
家
的
」
思
想
家
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
仁

義
」
や
「
植
」
の
背
後
に
は
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
「
虚
」
「
術
」

を
本
末
と
す
る
「
道
」
の
構
造
が
存
し
て
い
た
。
「
道
」
を
中
心
と

し
て
多
様
な
言
説
を
展
開
す
る
思
想
家
頁
誼
の
一
面
が
現
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
来
の
よ
う
に
、
頁
誼
の
思
想
を
た

だ
単
に
「
儒
家
的
」
の
一
一
盲
で
片
付
け
て
し
ま
う
の
は
不
十
分
で
あ

る
う
。
賀
誼
に
あ
っ
て
は
、
「
儒
家
」
や
「
道
家
」
「
法
家
」
と
い
っ

た
学
派
意
識
な
ど
は
皆
目
な
か
っ
た
に
違
い
な
く
、
自
身
の
政
治
的

目
的
の
た
め
に
、
様
々
な
思
想
要
素
を
盛
り
込
み
、
よ
り
説
得
的
な

言
説
を
形
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
『
買
誼
新
書
』
の
思
想
構
造
を
評
し
て
、
南
宋
の
朱
寮
は
か
つ
て

「
賀
誼
の
撃
は
雑
な
り
(
買
誼
之
皐
雑
)
」
(
『
朱
子
語
類
」
巻
二
一
一

七
)
と
述
べ
て
い
る
。
朱
育
問
の
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
摂

取
さ
れ
た
思
想
要
素
は
決
し
て
雑
多
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
賀
誼
は
そ
う
し
た

様
々
な
思
想
要
素
の
論
理
的
統
一
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

成
果
が
、
道
術
篇
の
「
道
」
の
思
想
構
造
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
考
察
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
漠
初
文
献
と
し
て
の

「
買
誼
新
書
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

従
来
、
道
術
篇
は
「
道
家
的
」
と
い
う
だ
け
で
、
頁
誼
の
自
著
と
し

て
否
定
的
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
そ
の
道

術
篇
の
思
想
構
造
が
、
買
誼
の
著
作
と
し
て
最
も
信
頼
さ
れ
て
き
た

過
秦
論
の
内
容
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
当
然
、
過
秦
論
と
道
術
篇
と
が
、
共
通
の
思
想
的
要
請
の

下
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
王

堆
漢
墓
吊
書
『
経
法
』
と
の
間
関
連
も
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
頁
誼

本
人
の
自
著
で
あ
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、
漢
初
思
想
研
究
上
に
お

け
る
道
術
篇
、
さ
ら
に
は
『
賀
誼
新
書
』
全
体
の
資
料
的
価
値
は
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
「
儒
家
的
」
頁
誼
像

が
重
視
さ
れ
、
唯
一
の
著
作
で
あ
る
は
ず
の
「
買
誼
新
書
』
は
不
当

な
扱
い
を
受
け
て
き
た
の
か
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、
「
儒
学
の
官

学
化
」
と
い
う
後
代
の
歴
史
的
事
象
の
起
源
を
、
遡
及
し
て
探
求
し

よ
う
と
す
る
思
想
史
研
究
の
在
り
方
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

儒
学
史
を
考
察
す
る
上
で
は
、
非
常
に
重
要
な
観
点
で
あ
ろ
う
が
、

ま
だ
「
儒
学
」
が
は
っ
き
り
と
確
立
さ
れ
て
い
な
い
漢
初
の
よ
う
な

時
代
を
直
接
に
研
究
対
象
と
す
る
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
「
儒
家
」

思
想
の
源
流
を
求
め
る
研
究
方
法
は
、
後
代
の
枠
組
を
無
理
矢
理
当

て
は
め
て
し
ま
う
乙
と
に
な
り
、
真
実
を
見
失
う
危
険
性
を
苧
む
。

そ
も
そ
も
「
儒
家
」
と
い
う
語
自
体
、
『
漢
書
』
審
文
志
に
由
来
す

る
後
漢
時
代
の
用
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
世
の
バ
イ
ア
ス
を

排
除
し
て
、
「
漠
初
と
い
う
時
代
」
を
で
き
得
る
限
り
正
確
に
捉
え

る
た
め
に
は
、
そ
れ
と
は
別
の
視
点
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。



そ
の
視
点
の
一
つ
が
、
前
王
朝
「
秦
」
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か

に
し
て
き
た
よ
う
に
、
賀
誼
は
秦
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
自
身
の

思
想
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
漢
初
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、

「
秦
」
は
自
身
の
思
想
を
投
影
す
る
の
に
身
近
で
恰
好
の
材
料
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
陸
買
や
叔
孫
遇
・
廊
食
其
を
は
じ
め
、
賀

山
や
晃
錯
・
張
稗
之
・
郷
陽
・
枚
乗
な
ど
多
く
の
漠
初
知
識
人
が
、

秦
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

漢
初
知
識
人
の
一
人
買
誼
に
お
け
る
「
秦
」
受
容
の
在
り
方
を
取
り

上
げ
た
。
漠
初
知
識
人
達
の
「
秦
」
受
容
の
在
り
方
に
考
察
を
加

)
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
秦
と
の
距
離
を
測
る
こ
と
で
、
「
漢
初
と
い
う
時

瑚
代
」
を
紡
ぐ
一
本
の
糸
が
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

与つ。

容受割

注

一
引

(
1
)

こ
こ
で
現
行
本
『
頁
誼
新
書
』
に
関
す
る
先
遠
の
見
解
を
簡
単
に

け
述
べ
て
お
く
。
基
本
的
に
『
史
記
』
『
抽
出
番
』
と
重
複
す
る
部
分
に

市
関
し
て
は
、
多
く
の
学
者
が
頁
誼
の
自
著
と
し
て
認
め
て
い
る
。
問

』
題
と
な
る
の
は
そ
れ
以
外
の
部
分
で
あ
る
が
、
虚
文
昭
「
書
校
本
頁

欄
誼
新
書
後
」
(
『
抱
童
文
書
巻
十
)
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の

溜
な
か
に
は
明
ら
か
に
買
誼
の
自
著
で
な
い
も
の
(
先
醒
篇
等
)
を
合

町
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
考
察
す
べ
き
は
、
史
漢
が
収
録
し
て
い
な
い

『
頁
誼
新
書
』
の
部
分
が
、
頁
誼
、
あ
る
い
は
漢
初
の
思
想
を
含
む

も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
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先
行
研
究
の
見
解
は
、
賀
誼
の
思
想
を
①
含
む
も
の
と
し
て
認
め

な
い
、
②
部
分
的
に
含
む
、
③
全
面
的
に
含
む
も
の
と
認
め
る
、

の
三
つ
の
立
場
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
①
は
陳
振
孫
・
桃
帰
「
緋
買
誼
新
書
」
(
『
情
抱
肝
文
集
』
巻

五
)
・
裳
枚
「
読
賀
子
」
(
『
小
倉
山
房
文
集
』
巻
二
十
=
己
・
抑
和
順

「
頁
誼
『
新
書
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
貼
道
術
・
六
術
・
道
徳

説
篇
を
中
心
と
し
て

l
」
(
名
大
文
学
部
研
究
論
集
『
哲
学
』
三
五
、

一
九
八
八
)
、
②
は
『
四
庫
提
要
』
・
金
谷
治
「
買
誼
と
頁
山
と
経
典

皐
者
た
ち
漢
初
儒
生
の
活
動

(2)
」
(
『
東
洋
の
文
化
と
社
曾
』

六
、
一
九
五
七
)
、
③
は
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
排
謹
』
・
重
津
俊
郎

「
買
誼
新
替
の
研
究
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一

O
l四
、
一
九
四
九
)
・

徐
復
観
「
買
誼
思
想
的
再
護
現
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
第
五
一
巻
第
三

期
、
一
九
七
五
)
・
宇
野
茂
彦
「
賀
誼
新
書
札
記
」
(
名
大
文
学
部
研

究
論
集
『
哲
学
』
三
四
、
一
九
八
八
)
・
爾
木
哲
郎
「
漢
代
思
想
文

献
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
文
化
』
七
一
、
一
九
九
三
)
・

城
山
陽
宣
「
買
誼
『
新
書
』
成
立
説
に
閲
す
る
史
料
批
判
的
研
究
」

(
「
閥
西
大
皐
中
園
文
皐
曾
紀
要
』
二
二
、
ニ

O
O
ご
・
唐
雄
山

『
賀
誼
礼
治
思
想
研
究
』
(
中
山
大
学
出
版
部
、
二

O
O五
)
が
挙
げ

ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
買
誌
と
『
買
誼
新
書
』
」

(
『
東
洋
古
典
皐
研
究
』
第
一
六
集
、
こ

O
O三
)
参
照
。

(2)

注
1
の
①
及
び
②
の
学
者
が
、
多
く
こ
の
立
場
を
取
る
。

(3)

徐
氏
は
「
推
史
公
之
意
、
殆
就
商
人
皆
主
張
削
弱
諸
侯
王
的
共
同

結
言
之
。
蓋
削
弱
諸
侯
王
以
加
強
中
央
集
権
輿
園
家
的
統
て
儒
法

各
家
大
世
相
同
・
'
但
儒
家
有
「
親
親
」
的
翻
念
、
不
似
買
・
見
雨
人

主
張
的
激
烈
。
買
・
晃
商
人
釘
此
問
題
的
態
度
、
同
出
子
法
家
精
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神
、
可
無
疑
義
」
と
述
べ
て
い
る
が
(
注
l
先
掲
徐
氏
論
文
)
、
賀

誼
と
晃
錯
の
共
通
点
は
、
諸
侯
王
国
問
題
以
外
に
も
勧
農
政
策
や
経

済
政
策
に
も
認
め
ら
れ
る
。

(4)

こ
の
呉
公
に
つ
い
て
も
「
孝
文
皐
帝
初
立
、
聞
河
南
守
呉
公
治
平

属
天
下
第
一
、
故
輿
李
斯
同
邑
而
常
磐
事
駕
、
乃
徴
局
廷
尉
」
(
『
史

記
』
屈
原
賀
生
列
停
)
と
あ
り
、
法
家
と
の
関
連
を
予
想
さ
せ
る
。

呉
公
と
買
誼
と
の
聞
に
学
術
的
思
想
的
影
響
関
係
が
存
し
た
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
買
誼
が
こ
の
呉
公
の
推
挙
に
よ
っ
て
中
央
官

界
へ
と
進
出
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
ま
た
、
『
史
記
』

屈
原
賀
生
列
停
が
採
録
す
る
頁
誼
の
文
章
は
、
「
弔
周
原
文
」
と

「
服
鳥
賦
」
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
の
「
服
鳥
賦
」
は
道
家
的

文
辞
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
侯
外
虚
は
『
中
園
思
想
通

史
』
第
二
巻
(
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
、
第
二
章
第
二
節

買
誼
的
思
想
)
に
お
い
て
「
頁
誼
的
這
稿
賦
、
是
戦
園
老
荘
思
想
的

継
績
、
頗
輿
漢
初
黄
老
的
道
術
思
想
異
趣
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う

し
た
屈
原
賀
生
列
停
の
記
述
か
ら
も
、
司
馬
遷
の
当
時
、
買
誼
を
儒

家
と
し
て
把
握
す
る
視
点
が
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
服
鳥
賦
に

つ
い
て
は
、
金
谷
治
「
賀
誼
の
賦
に
つ
い
て
」
(
『
中
園
文
皐
報
』

八
、
一
九
五
八
)
、
伊
藤
富
雄
「
買
誼
「
鵬
鳥
賦
」
の
立
場
」
(
『
中

国
文
皐
報
』
一
三
、
一
九
六

O
)
、
田
中
麻
紗
巳
「
頁
誼
の
「
鵬
鳥

賦
」
に
つ
い
て
『
荘
子
』
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
」
(
『
東
方

宗
教
』
五

O
、
一
九
七
七
)
参
照
。

(
5
)

使
用
す
る
テ
ク
ス
ト
は
、
風
文
招
本
(
『
抱
経
堂
叢
書
』
所
収
)

を
底
本
と
し
て
、
長
沙
本
(
『
四
部
叢
刊
』
所
収
)
、
和
刻
本
(
長
津

規
矩
也
編
『
和
刻
本
諸
子
大
成
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
)
、
程
策

本
(
『
漢
貌
叢
書
』
所
収
)
、
朱
園
隆
刊
本
(
『
中
園
子
事
名
著
集
成
』

所
収
)
、
陳
希
祖
本
(
『
増
訂
漢
貌
殻
書
』
所
収
)
、
王
耕
心
『
頁
子

次
詰
』
、
祁
玉
章
『
賀
子
新
書
校
稗
』
(
台
北
、
中
園
文
化
雑
誌
社
、

一
九
七
四
)
、
王
洲
明
・
徐
超
『
頁
誼
集
校
注
』
(
人
民
文
皐
出
版

社
、
一
九
九
六
)
、
閥
振
益
・
鐙
夏
『
新
書
校
注
』
(
中
華
書
局
、
二

0
0
0
)
、
方
向
東
『
買
誼
集
陸
校
集
解
」
(
河
海
大
磐
出
版
社
、
二

O
O
O
)
等
を
参
考
に
し
、
筆
者
が
校
訂
し
た
も
の
を
用
い
る
。

(6)

臆
勧
は
「
買
生
書
有
過
秦
ニ
篇
、
-
一
面
泰
之
過
」
と
述
べ
て
い
る

(
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傍
注
)
。

(
7
)

芳
賀
良
信
「
買
誼
に
お
け
る
「
過
秦
論
」
の
位
置
」
(
『
中
国
哲
学

研
究
』
一
四
、
二

0
0
0
)
参
照
。
芳
賀
氏
は
、
『
史
記
』
と
の
比

較
を
通
じ
て
、
過
秦
論
に
お
け
る
「
歴
史
事
実
に
対
す
る
態
度
」
を

検
証
し
、
そ
の
歴
史
記
述
が
必
ず
し
も
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
8
)

徐
氏
は
「
但
買
生
《
過
秦
》
(
号
一
口
泰
之
過
)
、
井
非
封
秦
採
取
抹
殺

的
態
度
。
第
一
、
他
承
認
法
家
樹
秦
統
一
天
下
的
功
致
。
:
(
中

略
)
第
二
、
他
承
認
秦
統
一
天
下
、
是
時
代
的
要
求
、
有
重
大
的

意
義
。
:
(
中
略
)
・
・
・
第
三
、
他
認
秦
政
死
後
、
秦
無
必
亡
之
理
」

と
い
う
(
先
掲
徐
氏
論
文
)
。
ま
た
、
鶴
間
和
幸
「
漢
代
に
お
け
る

秦
王
朝
史
観
の
変
遷
l
買
誼
『
過
泰
弘
前
』
、
司
馬
遷
『
秦
始
皇
本
紀
』

を
中
心
と
し
て
」
(
『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
」
二
九
、
一
九
九

五
)
は
「
ま
さ
に
攻
守
の
違
い
(
天
下
を
取
る
方
策
と
守
る
方
策
の

違
い
)
を
無
視
し
て
戦
国
政
治
の
継
続
を
進
め
た
こ
と
に
、
秦
帝
国

の
崩
壊
の
要
因
を
求
め
る
も
の
」
と
い
い
、
芳
賀
氏
も
「
秦
の

「
守
」
に
お
げ
る
重
刑
主
義
に
対
し
て
批
判
が
加
え
ら
れ
る
」
と
述



べ
て
い
る
(
注
7
先
掲
芳
賀
氏
論
文
)
。

(
9
)

長
沙
本
・
程
策
本
・
朱
困
隆
刊
本
・
陳
希
祖
本
・
百
子
全
書
本
・

四
庫
全
書
本
・
主
耕
心
本
は
「
取
輿
攻
守
不
同
術
也
」
に
作
る
が
、

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
明
刊
子
梨
本
・
雨
京
遊
編
本
、
和
刻
本
は

「
取
輿
守
不
同
術
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
箇
所
に
つ
い
て
、
虚

文
招
は
「
源
本
無
攻
字
、
案
攻
字
街
文
、
可
制
」
と
い
う
。
い
ま
は

虚
説
に
従
っ
て
お
く
。

(
叩
)
陸
頁
『
新
語
』
も
、
『
四
庫
提
要
』
・
張
西
堂
『
穀
梁
虞
偽
考
』

(
直
隷
書
局
、
一
九
三
一
)
・
孫
次
舟
「
論
陸
頁
新
語
的
輿
儒
」
(
『
古

史
排
』
六
、
一
九
三
八
)
・
福
井
重
雅
「
陸
頁
『
新
語
』
の
民
僑
問

題
」
(
『
集
刊
東
洋
皐
』
七

O
、
一
九
九
三
)
な
ど
に
よ
っ
て
、
長
ら

船
く
偽
書
の
誹
り
を
受
け
て
き
た
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
注
ー

は
先
掲
爾
木
氏
論
文
は
、
買
誼
『
新
書
』
・
劉
向
『
説
苑
」
『
新
序
」
と

容
と
も
に
、
陸
頁
『
新
語
』
に
も
論
及
し
て
、
諸
説
に
詳
細
な
検
討
を

受
加
え
、
現
行
本
「
新
語
』
の
資
料
的
価
値
を
認
め
て
い
る
。
筆
者
も

」秦
融
商
木
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

「

、

る

(
H
)

張
良
は
「
夫
業
局
無
道
、
故
油
企
得
至
此
」
(
『
史
記
』
留
侯
世

け
家
)
、
臨
食
其
は
「
足
下
必
欲
訴
無
道
秦
、
不
宜
隠
見
長
者
」
(
同
・

同
高
祖
本
紀
)
と
芯
、
陸
買
も
南
越
王
尉
他
に
対
す
る
語
中
に
「
皇

リ
帝
起
盟
滞
、
討
暴
秦
、
諒
彊
楚
、
昂
天
下
興
利
除
害
、
総
五
帝
三
主

E

、

結
之
業
、
統
理
中
園
」
、
「
且
夫
秦
失
其
政
、
諸
侯
豪
祭
並
起
、
唯
漠
王

山
誼
先
入
閥
、
錬
成
陽
」
と
述
べ
て
い
る
(
同
・
邸
生
陸
買
列
偲
)
。

日
(
ロ
)
統
一
以
前
と
以
後
と
で
政
治
方
法
に
差
違
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
る

の
は
、
賀
誼
に
特
徴
的
な
こ
と
で
は
な
い
。
陸
買
が
「
居
馬
上
得

之
、
寧
可
以
馬
上
治
之
乎
」
(
『
史
記
』
邸
生
陸
喪
列
停
)
と
い
い
、
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叔
孫
通
も
「
夫
儒
者
難
奥
進
取
、
可
奥
守
成
」
(
同
・
劉
敬
叔
孫
通

列
停
)
と
述
べ
、
時
勢
と
政
治
的
方
法
と
の
即
応
を
唱
え
て
い
る
。

し
か
し
、
買
誼
が
こ
れ
ら
と
異
な
る
の
は
、
こ
の
政
治
方
法
を
漢
に

つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
秦
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
て
論
じ
る
点
な
の

で
あ
る
ロ

(
日
)
松
島
隆
裕
「
賀
誼
に
お
け
る
秦
批
判
と
統
治
の
論
理
」
(
「
倫
理
思

想
研
究
』
一
、
一
九
七
六
)
は
「
買
誼
に
お
い
て
は
股
周
の
事
例
と

同
様
に
、
秦
の
事
例
が
自
ら
の
主
張
の
正
当
性
を
論
証
す
る
役
割
を

果
し
、
文
帝
へ
の
政
策
提
言
の
根
拠
と
な
っ
た
」
と
し
、
変
化
に
素

直
に
従
う
と
い
う
点
で
「
鵬
鳥
賦
」
の
思
想
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

論
じ
る
。
鶴
間
氏
は
、
漢
代
を
通
じ
て
の
秦
主
朝
の
見
方
の
変
遷
を

た
ど
る
な
か
で
、
特
に
過
秦
論
と
『
史
記
」
秦
始
皇
本
紀
を
取
り
上

げ
て
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
論
じ
る
が
、
や
は
り
過
秦
論
に
つ
い
て

は
、
秦
の
滅
亡
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
「
前
漠
初
期
の
政

権
の
指
針
に
し
よ
う
と
し
た
内
容
」
だ
っ
た
と
し
(
注
8
先
掲
鶴
間

氏
論
文
)
、
芳
賀
氏
も
過
秦
論
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
、
「
仁
義
を
行

わ
な
か
っ
た
こ
と
の
一
般
的
な
教
訓
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
現
実

に
諸
侯
王
国
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
賀
誼
の
問
題
意
識
に
求
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
現
実
政
治
へ
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
(
先

掲
芳
賀
氏
論
文
)
。

(U)

先
掲
抑
氏
論
文
。

(
国
)
『
荘
子
』
熔
帝
王
篇
に
「
至
人
之
用
心
若
鏡
、
不
賂
不
迎
、
感
而

不
破
、
故
能
勝
物
而
不
傷
」
と
あ
り
、
『
文
子
』
精
誠
篇
に
も
同
様

の
記
述
が
あ
る
。
「
鏡
」
を
用
い
て
理
想
的
心
理
状
態
を
表
現
す
る

の
は
、
『
荘
子
』
『
文
子
』
に
特
徴
的
な
思
想
で
あ
る
。
た
だ
し
、
道
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術
篇
は
「
鏡
」
「
衡
」
を
並
列
す
る
。
そ
の
点
で
は
、
『
韓
非
子
』
飾

邪
篇
「
故
鏡
執
清
而
無
事
、
美
悪
従
而
比
滞
。
衡
執
正
而
無
事
、
軽

重
従
而
政
事
岬
」
や
、
『
申
子
』
大
也
篇
(
『
群
書
治
要
』
巻
三
十
六
)

「
鏡
設
精
無
局
、
而
美
悪
自
備
。
衡
設
平
無
局
、
而
軽
重
自
得
」
と

の
関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
徐
氏
は
「
按
以
鏡
轍
虚
静
之
心
的

作
用
、
始
於
荘
子
」
と
い
い
、
『
韓
非
子
』
主
道
篇
(
本
稿
注
目
)

と
関
連
さ
せ
て
「
融
合
道
法
雨
家
思
想
、
並
由
此
可
知
法
家
如
何
能

援
道
家
以
局
其
法
術
之
根
操
」
と
述
べ
て
い
る
が
(
先
掲
徐
氏
論

文
)
、
そ
れ
が
「
道
法
」
の
融
合
で
あ
る
か
否
か
は
し
ば
ら
く
措
く

と
し
て
、
道
術
篇
の
「
虚
」
の
言
説
の
背
後
に
、
少
な
く
と
も
『
荘

子
」
『
文
子
』
系
統
と
『
斡
非
子
』
「
申
子
』
系
統
と
の
二
つ
の
思
潮

を
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
と
に
は
、
宋
の
黄
震
が

「
然
要
其
本
説
以
道
局
虚
、
以
術
局
用
、
則
無
得
於
孔
子
之
皐
、
蓋

不
過
以
智
略
之
資
、
戦
闘
之
習
、
欲
措
置
漢
天
下
爾
」
(
「
賞
氏
日

抄
』
巻
五
十
六
「
買
誼
新
書
」
)
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
儒
家
的
」

要
素
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
日
)
『
韓
非
子
』
主
道
舗
に
「
是
以
明
君
守
始
以
知
寓
物
之
源
、
治
紀

以
知
善
敗
之
端
。
故
虚
静
以
待
令
、
令
名
自
命
也
、
令
事
自
定
也
。

虚
則
知
質
之
情
、
静
則
知
勤
者
正
。
有
言
者
白
馬
名
、
有
事
者
自
局

形
。
形
名
参
問
、
君
乃
無
事
溝
、
蹄
之
其
情
」
と
あ
る
。

(
口
)
「
密
察
於
高
物
之
所
終
始
」
の
句
は
、
も
と
「
密
」
の
上
に
「
富
」

字
が
あ
る
。
し
か
し
、
吊
書
整
理
小
組
は
「
富
字
是
誤
潟
、
臆
剛

去
」
と
い
い
、
陳
鼓
臆
氏
も
『
躍
記
』
中
庸
稿
に
「
密
察
」
の
事
例

を
根
拠
と
し
て
、
「
『
富
」
字
首
鏡
下
面
「
密
』
字
之
就
寝
、
因
未
塗

持
、
故
成
誤
街
、
首
刑
」
と
述
べ
て
い
る
(
『
賞
帝
四
経
今
註
今
諮
』

蓋
相
同
商
務
印
書
館
、
一
九
九
五
三
な
お
、
本
論
に
お
け
る
「
経
法
』

の
引
用
に
際
し
て
は
、
書
き
下
し
と
し
て
解
釈
を
示
し
た
た
め
、
隷

定
原
文
の
文
字
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
注
記
し
て
お

く

(
問
)
浅
野
裕
一
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
(
創
文
社
、
一
九
九
二
)

は
『
経
法
』
の
形
名
思
想
が
法
家
の
形
名
参
同
と
異
な
り
、
認
識
の

第
一
段
階
た
る
万
物
に
対
す
る
事
実
判
断
は
も
と
よ
り
、
是
非
善
悪

の
価
値
判
断
、
法
に
照
ら
し
て
の
臣
下
に
対
す
る
督
寅
、
さ
ら
に
は

君
主
の
実
力
と
名
声
と
の
照
ム
円
天
道
の
推
移
と
そ
の
指
示
内
容
と

の
審
合
に
よ
る
国
家
戦
略
の
策
定
等
の
広
範
な
領
域
を
包
括
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
第
一
部
第
四
章
『
経

法
』
の
思
想
的
特
色
)
。

(
印
)
原
文
は
「
人
主
仁
而
境
内
和
実
、
故
其
士
民
莫
弗
親
也
。
人
主
義

而
境
内
理
失
、
故
其
士
民
莫
弗
順
也
。
人
主
有
臨
而
境
内
粛
失
、
故

其
士
民
莫
弗
敬
也
。
人
主
有
信
而
境
内
貞
由
民
、
故
其
土
民
莫
弗
信

也
。
人
主
公
而
境
内
服
失
、
故
其
士
民
莫
弗
戴
也
。
人
主
法
而
境
内

軌
突
、
故
其
士
民
莫
弗
輔
也
。
皐
賢
則
民
化
善
、
使
能
則
官
職
治
、

英
俊
在
位
則
主
尊
、
羽
翼
勝
任
則
民
願
、
操
徳
而
圏
則
威
立
、
教
順

而
必
則
令
行
。
周
勝
則
不
蔽
、
稽
験
則
不
憧
、
明
好
悪
則
民
心
化
、

密
事
端
則
人
主
神
。
術
者
、
接
物
之
隊
。
凡
植
重
者
必
諮
於
事
、
令

行
者
必
謹
於
言
、
則
過
敗
鮮
失
。
此
術
之
援
物
之
道
也
」
で
あ
る
。

(
初
)
こ
う
し
た
思
想
構
造
を
評
し
て
、
徐
氏
も
「
則
頁
誼
把
三
家
思
想

(
筆
者
注
υ

道
・
法
・
儒
を
指
し
て
い
る
)
、
以
取
長
去
短
的
方
式
、

構
造
成
一
個
統
一
世
、
這
不
僅
表
現
了
他
的
野
心
、
也
在
把
握
整
個

時
代
的
動
脈
中
表
現
出
他
天
才
的
創
意
。
其
中
没
有
質
質
上
的
矛
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盾
」
と
道
術
稿
の
綜
合
的
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
(
先
掲
徐
氏
論

文)。

(
幻
)
『
史
記
』
周
原
買
生
列
俸
に
は
「
頁
生
以
矯
漢
興
至
孝
文
二
十
飴

年
、
天
下
和
治
、
而
国
首
改
豆
朔
、
易
服
色
、
法
制
度
、
定
官
名
、

興
組
築
、
乃
悉
草
具
其
事
儀
法
、
色
尚
黄
、
数
周
五
、
矯
官
名
、
悉

吏
秦
之
法
」
と
あ
り
、
頁
誼
が
土
徳
へ
の
変
革
を
求
め
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
五
行
相
生
説
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
な
る

の
は
「
水
徳
の
秦
」
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
頁
誼
の
政
治
理
論
の
な

か
で
の
秦
の
位
置
づ
け
は
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
幻
)
武
内
義
雄
『
中
園
思
想
史
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
三
六
)
が
「
道

家
思
想
の
影
響
」
と
し
、
狩
野
直
喜
『
中
国
哲
学
史
」
(
岩
波
書
底
、

一
九
五
三
)
が
「
戦
国
時
代
に
盛
で
あ
っ
た
法
家
の
思
想
が
儒
家
に

影
響
し
た
一
例
」
と
捉
え
る
の
は
、
ま
ず
賀
誼
を
儒
家
と
し
て
把
握

し
た
上
で
、
他
の
思
想
の
影
響
と
し
て
道
術
篇
を
見
る
典
型
的
な
例

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
『
買
誼
新
書
』
の

思
想
構
造
に
お
け
る
黄
老
・
道
家
的
要
素
は
、
単
な
る
外
的
影
響
た

る
位
置
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
漢
初
思

想
界
に
あ
っ
て
、
従
来
は
儒
家
と
し
て
把
握
さ
れ
て
き
た
思
想
家
に

お
け
る
黄
老
的
、
あ
る
い
は
道
家
的
思
想
要
素
の
積
極
的
役
割
、
も

し
く
は
機
能
に
つ
い
て
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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【
附
記
】

本
論
は
、
圏
立
台
湾
大
皐
中
文
系
の
郎
吉
雄
教
授
の
ご
支
援
を

賜
り
、
自
身
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
な

が
ら
、
こ
こ
に
関
係
各
機
関
と
、
筆
者
を
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
と

し
て
快
く
受
付
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
鄭
吉
雄
教
授
に
謝
意
を
表

し
た
い
。




